
ず

い
そ

う

創
立
一
〇
〇
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て

吉
田

茂
生

●
西
南
学
院
理
事
長

西
南
学
院
は
二
年
後
の
二
〇
一
六
年
に
創

立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
。
一
〇
〇
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
る
が
、
今
一
度
創
立

当
時
を
振
り
返
り
、
創
立
者
の
考
え
て
い
た

建
学
の
精
神
を
、
教
職
員
・
学
生
に
徹
底
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
単

に
学
生
募
集
の
た
め
、
経
営
の
た
め
だ
け
に

事
業
を
展
開
し
、
そ
の
結
果
、
建
学
の
精
神

を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
は
本
末
転
倒
だ
と
思

う
か
ら
で
あ
る
。

本
学
院
の
創
立
者
は
「
西
南
学
院
が
あ
な

た
の
育
成
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
な
ら

ば
、
速
や
か
に
私
た
ち
の
目
を
開
い
て
、
こ

の
学
院
を
閉
鎖
し
て
く
だ
さ
い
」
と
祈
ら
れ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
建
学
の
精
神
に
そ
ぐ

わ
な
い
方
向
に
進
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
建

学
の
精
神
を
語
り
、
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
こ
で
創
立
当
時
の
こ
と
を
記
し
て
み
た

い
。
西
南
学
院
は
、
一
九
一
六
年
ア
メ
リ
カ

南
部
バ
プ
テ
ス
ト
派
の
宣
教
師
C
・
K
・
ド

ー
ジ
ャ
ー
氏
に
よ
り
私
立
中
学
と
し
て
創
立

さ
れ
た
。
ド
ー
ジ
ャ
ー
氏
は
、
そ
の
一
〇
年

前
に
神
学
校
を
卒
業
し
、
た
だ
ち
に
日
本
宣

教
の
た
め
バ
ー
ジ
ニ
ア
を
出
航
、
長
崎
を
経

て
、
福
岡
に
来
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
宣
教

の
傍
ら
、
福
岡
に
私
立
男
子
中
学
の
必
要
性

を
訴
え
、
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
団
に
何
度
も
要

請
を
し
、
援
助
を
求
め
た
。
や
っ
と
一
九
一

六
年
認
可
が
下
り
、
一
〇
四
名
の
生
徒
と
九

名
の
教
職
員
に
よ
り
西
南
学
院
が
開
設
さ
れ

た
。

さ
ら
に
ド
ー
ジ
ャ
ー
氏
は
、
宣
教
団
に
対

し
て
「
福
岡
に
第
一
級
の
カ
レ
ッ
ジ
を
作
り

た
い
と
の
希
望
を
許
可
し
て
く
だ
さ
い
。
お

金
は
か
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
大
き
な
資
金
が
必

要
で
す
」
と
、
具
体
的
な
計
画
を
記
し
た
要

望
を
出
し
た
。
鋭
意
検
討
の
結
果
、
許
可
さ

れ
、
教
会
員
の
献
金
に
よ
り
資
金
援
助
が
な

さ
れ
、
学
院
は
土
地
を
購
入
し
施
設
を
充
実

し
て
大
学
の
前
身
の
高
等
学
部
の
開
設
が
一

九
二
一
年
に
認
可
さ
れ
た
。

ド
ー
ジ
ャ
ー
氏
は
、
一
九
一
七
年
か
ら
一

九
二
七
年
ま
で
第
二
代
の
院
長
と
し
て
学
院

の
発
展
に
心
血
を
注
い
だ
。
当
時
、
日
曜
日

の
対
外
試
合
を
禁
じ
た
た
め
学
生
の
ス
ト
ラ

イ
キ
が
起
こ
り
辞
任
し
た
。
一
九
三
三
年
亡



く

な

る

前

に

「

私

は

、

こ

う

し

て

寝

て

い

る

間

も

、

片

時

も

西

南

学

院

の

こ

と

を

忘

れ

た

こ

と

は

な

い

。

そ

の

西

南

学

院

に

く

れ

ぐ

れ

も

キ

リ

ス

ト

に

忠

実

で

あ

る

よ

う

に

伝

え

て

ほ

し

い

」

と

遺

言

し

た

。

こ

の

ド

ー

ジ

ャ

ー

氏

の

最

後

の

言

葉
"
S
e
i
n
a
n
,
b
e
 
t
r
u
e
 
t
o
 
C
h
r
i
s
t
.
"

（
西

南

よ

、

キ

リ

ス

ト

に

忠

実

な

れ

）

は

西

南

学

院

の

建

学

の

精

神

と

し

て

、

今

も

堅

く

、

受

け

継

が

れ

て

い

る

。

学

院

は

そ

の

後

、

戦

中

・

戦

後

大

変

厳

し

い

状

況

の

中

、

一

九

四

七

年

新

制

中

学

、

一

九

四

八

年

新

制

高

等

学

校

、

一

九

四

九

年

新

制

大

学

を

開

設

し

、

学

部

・

研

究

科

を

充

実

し

て

き

た

。

ま

た

一

九

五

〇

年

に

は

幼

稚

園

と

保

育

所

を

併

合

し

、

二

〇

一

〇

年

に

小

学

校

を

開

設

し

た

。

そ

の

結

果

、

現

在

で

は

学

生

・

生

徒

・

児

童

・

園

児

は

約

一

万

一

〇

〇

○

人

、

専

任

教

職

員

は

約

五

八

〇

人

に

ま

で

発

展

し

た

。

理

事

会

は

二

〇

一

六

年

の

学

院

創

立

一

〇

〇

周

年

に

向

け

て

、

建

学

の

精

神

を

土

台

に

、

「
T
h
a
n
k
s
 
a
n
d
 
N
e
x
t～

一

粒

の

麦

か

ら

、

次

の

一

〇

〇

年

に

向

か

っ

て

～

」

の

キ

ャ

ッ

チ

フ

レ

ー

ズ

の

も

と

に

、

（
1）

人
や
地
域
と
の
絆
、
感
謝
・
貢
献

（
2）

時
代
を
先
取
り
す
る
学
術
研
究

（
3）

世
界
に
貢
献
で
き
る
人
間
教
育

（
4）

守
り
伝
え
る
建
学
の
精
神

と
い
う
四
つ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
策
定
し

た
。
現
在
、
こ
れ
ら
に
沿
っ
て
各
種
事
業
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
を
基
盤

と
し
た
独
自
の
教
育
を
各
学
校
・
園
で
実
践

し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
観
・
世
界

観
に
立
ち
、
隣
人
愛
・
奉
仕
の
精
神
を
も
っ

て
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
世
に
送
り
出
す

べ
く
努
力
し
て
い
る
。

創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

創
立
記
念
式
典
、
祝
賀
会
な
ど
の
日
時
も
決

定
し
、
委
員
会
を
つ
く
り
具
体
化
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
し
、
実
行
に
移
し
て
い

る
ほ
か
、
募
金
活
動
を
開
始
し
、
各
種
講
演

会
・
行
事
の
計
画
も
進
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
大
切
な
の
は
、
広
報
活
動
を
活
性

化
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
、
愛
さ
れ
る
西
南

学
院
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
地
域
貢

献
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
地
域
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ
て
い

る
。
具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
中
で
、
歩
道
を
広
げ
、
並
木
道
を

造
り
、
通
学
路
を
市
民
に
開
放
す
る
予
定
で

あ
る
。

一
〇
〇
周
年
後
は
教
育
の
充
実
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
次
の
一
〇
〇
年
に
向
け
て
、
建

学
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
地
域
に
開
か

れ
、
愛
さ
れ
る
学
院
に
な
る
よ
う
努
力
を
続

け
る
つ
も
り
で
あ
る
。

＊

『
C
・
K
・
ド
ー

ジ
ャ

ー
夫

妻
の

生
涯
』




